
様式第２号（第１０条関係） 

会議記録 

附属機関の名称 熊谷市社会教育委員 

開催日時 
令和７年２月７日（金） 

午後２時から午後３時４０分まで 

開催場所 議会棟 第１委員会室 

出席者 

熊谷市社会教育委員 １３名 

 須藤一郎委員長、松本富男副委員長、 

西澤淳委員、内田功一委員、佐々木芳子委員、 

原島正明委員、須藤蓉子委員、岡幸江委員、林昌己委員、 

臼杵健委員、清水栄子委員、武政とし子委員、細野茂子委員 

事務局 １０名 

傍聴人      ０名 

問い合わせ先 

（所管課） 

教育委員会社会教育課（市役所本庁舎６階） 

℡０４８－５２４－１６９７（直通）              

内容 

１ 委員長、副委員長について 

  委員長に須藤一郎委員、副委員長に松本富男委員を選出し

た。 

２ 議題 

 (1) 会議の公開について 

   原則、公開することに決定した。 

なお、委員から、会議記録は、話し合われた内容がわかる

よう記載するようにとの意見があった。 

 (2) 社会教育事業について 

   事務局から、社会教育事業について、各課所館の取組を説

明し、意見等を聴取した。 

  （委員からの主な意見） 

  ・文化財防火デーにおける防火訓練は地域の方に見ていただ

きたい。 

  ・星渓園の活用に関して、例えば中秋の名月を見ながらのコ

ンサートや雪くまなどの飲食を楽しむなど、稼ぐ方法を考

えていただきたい。 

  ・文化財に関しては、まだまだ保護が足りない。計画的にも

っと費用を出してほしい。 



内容 

  ・地域と子どもに目を向けて、学校と地域がよりよい方向に

いければよい。 

  ・図書館での展示について、プラネタリウム案内のように、

毎月市報でお知らせできるとよい。 

  ・働き方改革で学校と地域が離れている。地域の方々が触れ

合うイベントは大事だ。 

・学校教育と社会教育の連携は重要だ。 

 (3) 大里地区社会教育委員連絡協議会及び埼玉県市町村社会

教育委員連絡協議会について 

事務局から、両協議会について説明した。 

(4) 社会教育委員が委員となっている会議について 

事務局から、各委員会等に選出している委員名を報告し

た。 

 

 


